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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の移動局それぞれを測位する測位手段と、前記測位手段による測位結果に基づく前
記移動局のプレゼンス情報を前記移動局の識別情報に対応付けて記憶するプレゼンス情報
記憶手段と、を備えるプレゼンス情報管理システムにおいて、
　所定のエリアに設置された表示手段と、
　前記複数の移動局のうち、一の移動局の識別情報に関連付けて他の移動局の識別情報を
記憶する関連ユーザ記憶手段と、
　前記所定のエリア内への前記一の移動局の進入の有無を判定するエリア進入判定手段と
、
　前記エリア進入判定手段によって前記一の移動局の進入有りと判定された場合には、前
記関連ユーザ記憶手段を参照して、前記一の移動局に関連する前記他の移動局の識別情報
を抽出する関連ユーザ抽出手段と、
　前記関連ユーザ抽出手段によって抽出された前記他の移動局の識別情報に対応するプレ
ゼンス情報を前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えることを特徴とするプレゼンス情報管理システム。
【請求項２】
　前記複数の移動局のうち、第１の移動局と第２の移動局とが同一時刻に同一エリアに滞
在していた場合には、前記第１の移動局の識別情報に関連付けて前記第２の移動局の識別
情報を記憶する生成関連ユーザ記憶手段を更に備え、
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　前記関連ユーザ抽出手段は、前記第１の移動局が前記一の移動局である場合には、前記
関連ユーザ記憶手段を参照して、前記他の移動局の識別情報を抽出すると共に、前記第１
の移動局の識別情報に関連付けられて前記生成関連ユーザ記憶手段に記憶された前記識別
情報を前記他の移動局の識別情報として抽出することを特徴とする請求項１記載のプレゼ
ンス情報管理システム。
【請求項３】
　周期的に実行される前記移動局の測位結果に基づき、前記第１の移動局と前記第２の移
動局とが同一時刻に同一エリア内に滞在していた回数を前記第１の移動局と前記第２の移
動局との関連度として求める関連度生成手段を更に備え、
　前記関連ユーザ抽出手段は、前記第１の移動局の識別情報に関連付けられて前記生成関
連ユーザ記憶手段に記憶された前記識別情報の数が所定の閾値を超える場合には、前記関
連度の高い上位の前記識別情報を優先すると共に、前記閾値以下となる数の前記識別情報
を前記他の移動局の識別情報として抽出することを特徴とする請求項２記載のプレゼンス
情報管理システム。
【請求項４】
　複数の移動局のうち、一の移動局の識別情報に関連付けて他の移動局の識別情報を記憶
する関連ユーザ記憶手段と、
　表示手段を設置している所定のエリア内への前記一の移動局の進入の有無を判定するエ
リア進入判定手段と、
　前記エリア進入判定手段によって前記一の移動局の進入有りと判定された場合には、前
記関連ユーザ記憶手段を参照して、前記一の移動局に関連する前記他の移動局の識別情報
を抽出する関連ユーザ抽出手段と、
　前記関連ユーザ抽出手段によって抽出された前記他の移動局の識別情報に対応するプレ
ゼンス情報を前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えることを特徴とするプレゼンス情報表示管理サーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話やＰＨＳなどの移動局を用いるユーザのプレゼンス情報を管理する
プレゼンス情報管理システム及びプレゼンス情報表示管理サーバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、様々な形態の通信インフラが整備され、ユーザが常時いずれかの方法でネッ
トワークに接続できる環境が整いつつある。このような環境の下、携帯電話を持ったユー
ザの位置情報を取得し、各ユーザがどこにいて、どのような状態にあるのかといったプレ
ゼンス情報を第三者の移動局に提供するためのプレゼンスサーバを備えたシステムが知ら
れている（特許文献１参照）。この種のシステムをオフィスに導入し、所定のディスプレ
イにプレゼンス情報を表示させるようにすることで、例えば、フリーオフィスで誰がどこ
で仕事しているのかを把握するのが困難であったという課題を解決でき、他のメンバがど
こで仕事をしているのかをディスプレイに表示されたプレゼンス情報で確認できるように
なる。
【特許文献１】特開２００６－１９７１２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来のシステムでは、例えば、オフィスの入り口に設置されたディスプ
レイを介して来訪者に所望のプレゼンス情報を確認させるためには、オフィス内のメンバ
全員のプレゼンス情報をディスプレイに表示させ、その中から来訪者に所望のメンバのプ
レゼンス情報を捜索させるか、メンバの名前、部署または位置などの切り口で来訪者にメ
ンバの選択操作を行わせ、選択されたメンバのプレゼンス情報をディスプレイに表示させ
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る必要があった。そして、前者の場合には、来訪者の視野に入るプレゼンス情報が多くな
り過ぎるため、必要なプレゼンス情報の捜索のための負担が増え、後者の場合には、選択
操作のための煩雑な手間が増えてしまう。
【０００４】
　そこで、本発明は、所定のエリアに設置された表示手段で他のユーザのプレゼンス情報
を確認しようとするユーザに対して、所望のプレゼンス情報を効率よく提供することがで
きるプレゼンス情報管理システム及びプレゼンス情報表示管理サーバを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するため、本発明は、複数の移動局それぞれを測位する測位手段と、
測位手段による測位結果に基づく移動局のプレゼンス情報を移動局の識別情報に対応付け
て記憶するプレゼンス情報記憶手段と、を備えるプレゼンス情報管理システムにおいて、
所定のエリアに設置された表示手段と、複数の移動局のうち、一の移動局の識別情報に関
連付けて他の移動局の識別情報を記憶する関連ユーザ記憶手段と、所定のエリア内への一
の移動局の進入の有無を判定するエリア進入判定手段と、エリア進入判定手段によって一
の移動局の進入有りと判定された場合には、関連ユーザ記憶手段を参照して、一の移動局
に関連する他の移動局の識別情報を抽出する関連ユーザ抽出手段と、関連ユーザ抽出手段
によって抽出された他の移動局の識別情報に対応するプレゼンス情報を表示手段に表示さ
せる表示制御手段と、を備えることを特徴とする。
【０００６】
　このプレゼンス情報管理システムでは、測位手段が移動局を測位しており、表示手段を
設置している所定のエリア内に移動局が進入した場合には、関連ユーザ抽出手段によって
、所定のエリア内に進入した一の移動局に関連する他の移動局の識別情報が関連ユーザ記
憶手段から抽出される。さらに、表示制御手段によって、関連ユーザ抽出手段によって抽
出された他の移動局の識別情報に対応するプレゼンス情報が表示手段に表示される。その
結果として、所定のエリア内に存在するユーザに関連付けられた他のユーザのプレゼンス
情報が自動的に表示手段に表示されるようになり、表示手段で他のユーザのプレゼンス情
報を確認しようとするユーザに対して所望のプレゼンス情報を効率よく提供することがで
きる。
【０００７】
　さらに、複数の移動局のうち、第１の移動局と第２の移動局とが同一時刻に同一エリア
に滞在していた場合には、第１の移動局の識別情報に関連付けて第２の移動局の識別情報
を記憶する生成関連ユーザ記憶手段を備え、関連ユーザ抽出手段は、第１の移動局が一の
移動局である場合には、関連ユーザ記憶手段を参照して、他の移動局の識別情報を抽出す
ると共に、第１の移動局の識別情報に関連付けられて生成関連ユーザ記憶手段に記憶され
た識別情報を他の移動局の識別情報として抽出すると好適である。第１の移動局と第２の
移動局とが同一時刻に同一エリアに滞在していた場合には、第１の移動局と第２の移動局
とは関連付けられ、第１の移動局が表示手段を設置した所定のエリア内に進入した場合に
は、第２の移動局のプレゼンス情報が表示手段に表示されるようになる。その結果として
、第１の移動局と第２の移動局との関連付けの自動化が可能になり、各移動局を利用する
ユーザ同士の関連付けを効率的に実行できる。
【０００８】
　さらに、周期的に実行される前記移動局の測位結果に基づき、第１の移動局と第２の移
動局とが同一時刻に同一エリア内に滞在していた回数を第１の移動局と第２の移動局との
関連度として求める関連度生成手段を更に備え、関連ユーザ抽出手段は、第１の移動局の
識別情報に関連付けられて生成関連ユーザ記憶手段に記憶された識別情報の数が所定の閾
値を超える場合には、関連度の高い上位の識別情報を優先すると共に、閾値以下となる数
の識別情報を他の移動局の識別情報として抽出すると好適である。第１の移動局と第２の
移動局とが同一時刻に同一エリア内に滞在していた回数によって関連度の高低が決まり、
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関連度の高い移動局の識別情報が優先して抽出され、閾値以下となる数の移動局のプレゼ
ンス情報が表示手段で表示される。その結果として、所定のエリアに進入した移動局との
関連度の高い他の移動局のプレゼンス情報が優先して表示されるようになり、表示手段に
よって他のユーザのプレゼンス情報を確認しようとするユーザに対して所望のプレゼンス
情報を効率よく提供することができる。
【０００９】
　また、本発明に係るプレゼンス情報表示管理サーバは、複数の移動局のうち、一の移動
局の識別情報に関連付けて他の移動局の識別情報を記憶する関連ユーザ記憶手段と、表示
手段を設置している所定のエリア内への一の移動局の進入の有無を判定するエリア進入判
定手段と、エリア進入判定手段によって一の移動局の進入有りと判定された場合には、関
連ユーザ記憶手段を参照して、一の移動局に関連する他の移動局の識別情報を抽出する関
連ユーザ抽出手段と、関連ユーザ抽出手段によって抽出された他の移動局の識別情報に対
応するプレゼンス情報を表示手段に表示させる表示制御手段と、を備えることを特徴とす
る。
【００１０】
　本発明によれば、所定のエリア内に存在するユーザに関連付けられた他のユーザのプレ
ゼンス情報が自動的に表示手段に表示されるようになり、表示手段で他のユーザのプレゼ
ンス情報を確認しようとするユーザに対して所望のプレゼンス情報を効率よく提供するこ
とができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、所定のエリアに設置された表示手段で他のユーザのプレゼンス情報を
確認しようとするユーザに対して所望のプレゼンス情報を効率よく提供することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しつつ本発明に係るプレゼンス情報管理システムの好適な実施形態に
ついて説明する。
【００１５】
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係るプレゼンス情報管理システムの機能的構成を示す図である
。また、図２は、測位ユニットが配置されたエリアを示す図である。
【００１６】
　プレゼンス情報管理システム１Ａは、例えば、オフィスビルの１階フロア及び２階フロ
アに自席を有するメンバのプレゼンス情報を管理するシステムである。２階フロアの北側
入り口エリアＡＲ１には２Ｆディスプレイ５が設置されている。２階フロアへの来訪者は
、ディスプレイ５に表示されたプレゼンス情報、すなわち各フロアの地図上に表示される
メンバの位置情報を視認することで、１階フロア及び２階フロアに存在するメンバを確認
することができる。また、１階の共有スペースＡＲ６には、１Ｆディスプレイ８が設置さ
れている。２Ｆディスプレイ５及び１Ｆディスプレイ８は、表示手段に相当する。
【００１７】
　図１及び図２に示されるように、プレゼンス情報管理システム１Ａは、携帯電話やＰＨ
Ｓなどの携帯端末（移動局）７１，７２，７３，７４，７５，７６を周期的に測位する測
位サーバ（測位手段）４と、携帯端末７１～７６のプレゼンス情報、すなわち、携帯端末
７１～７６のユーザのプレゼンス情報を記憶するプレゼンス情報記憶サーバ（プレゼンス
情報記憶手段）３と、携帯端末７１～７６のユーザのプレゼンス情報を適宜に２Ｆディス
プレイ５または１Ｆディスプレイ８に表示させるプレゼンス情報表示管理サーバ２Ａとを
備えている。
【００１８】
　測位サーバ４の測位機能について説明する。１階フロア及び２階フロアの要所となる複
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数のエリアは、人為的な設定によって座標上に定義されている。本実施形態では、複数の
エリアのうち、２Ｆ北側入り口エリアＡＲ１、販売グループ席エリアＡＲ２、第１会議室
エリアＡＲ３、第２会議室エリアＡＲ４、２Ｆ共有スペースＡＲ５、１Ｆ共有スペースＡ
Ｒ６を例に説明する。各エリアには、それぞれ測位ユニット６Ａ，６Ｂ，６Ｃ，６Ｄ，６
Ｅ，６Ｆが設置されている。各測位ユニット６Ａ～６Ｆは、無線ＬＡＮによって測位サー
バ４に接続されている。測位サーバ４は、各測位ユニット６Ａ～６Ｆから取得した携帯端
末７１～７６の位置情報をプレゼンス情報管理サーバ３に送信する。
【００１９】
　測位ユニット６Ａは、複数の携帯端末７１～７６の少なくともいずれか一つが、エリア
ＡＲ１内に存在するか否かをかり、うになる。周期的に監視しており、例えば、携帯端末
７１を検出すると、携帯端末７１の識別情報、すなわち、携帯端末７１の利用者として登
録されたユーザＡのユーザＩＤ「０１０１」（図４及び６参照）を測位サーバ４に送信し
、さらに測位時刻である検出時刻を測位サーバ４に送信する。測位ユニット６Ａからユー
ザＡのユーザＩＤと測位時刻とを受信した測位サーバ４は、携帯端末７１の測位結果とし
て測位ユニット６Ａの位置情報を取得する。さらに、測位サーバ４は、ユーザＡのユーザ
ＩＤ、測位ユニット６Ａの位置情報及び測位時刻をプレゼンス情報管理サーバ３に送信す
る。同様にして、測位サーバ４は、例えば、測位ユニット６ＡからユーザＢ～ユーザＦの
ユーザＩＤと測位時刻とを受信すると、携帯端末７２～携帯端末７６の測位結果として測
位ユニット６Ａの位置情報を取得し、ユーザＢ～ユーザＦのユーザＩＤと一緒に、測位ユ
ニット６Ａの位置情報と測位時刻とをプレゼンス情報管理サーバ３に送信する。
【００２０】
　また、測位ユニット６Ａは、携帯端末７１～携帯端末７６が検出可能範囲から外れた場
合には、携帯端末が存在しないことを示すユーザ無し情報を測位時刻と一緒に測位サーバ
４に送信する。測位サーバ４は、ユーザ無し情報と測位時刻とをプレゼンス情報管理サー
バ３に送信する。
【００２１】
　測位ユニット６Ｂ～測位ユニット６Ｆも同様であり、携帯端末７１～携帯端末７６を検
出すると、携帯端末７１～７６の利用者として登録されたユーザＡ～ユーザＦのユーザＩ
Ｄと測位時刻とを測位サーバ４に送信する。測位サーバ４は、携帯端末７１～携帯端末７
６の測位結果として測位ユニット６Ｂ～測位ユニット６Ｆの位置情報を取得し、ユーザＡ
～ユーザＦのユーザＩＤと一緒に、測位ユニット６Ｂ～測位ユニット６Ｆの位置情報と測
位時刻とをプレゼンス情報管理サーバ３に送信する。また、測位サーバ４は、測位ユニッ
ト６Ｂ～測位ユニット６Ｆからユーザ無し情報を取得した場合には、ユーザ無し情報と測
位時刻とをプレゼンス情報管理サーバ３に送信する。
【００２２】
　図３は、測位サーバ４のハードウェア構成を示す図である。測位サーバ４は、物理的に
は、ＣＰＵ４０１、ＲＯＭ４０２、ＲＡＭ４０３、入力デバイス４０４、出力デバイス４
０５、データ送受信デバイスである通信モジュール４０６及び補助記憶装置４０７などを
備える。測位サーバ４の測位機能は、ＣＰＵ４０１、ＲＡＭ４０３等のハードウェア上に
所定のソフトウェアを読み込ませることにより、ＣＰＵ４０１の制御のもとで、通信モジ
ュール４０６、入力デバイス４０４及び出力デバイス４０５を動作させるとともにＲＡＭ
４０３におけるデータの読み出し及び書き込みを行うことで実現される。
【００２３】
　プレゼンス情報記憶サーバ３は、機能的な構成として、プレゼンス情報記憶部３１、エ
リア情報記憶部３２、位置情報記憶部３３及び更新制御部３４を備えている。
【００２４】
　図４に示されるように、プレゼンス情報記憶部３１は、複数の携帯端末７１～７６をそ
れぞれ利用する各ユーザＡ～ＦのユーザＩＤと各ユーザＡ～Ｆのプレゼンス情報とを対応
付けて記憶している。本実施形態でのプレゼンス情報とは、各ユーザＡ～Ｆの携帯端末７
１～７６が捕捉されたエリアを意味している。図５に示されるように、エリア情報記憶部
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３２は、測位ユニット６Ａ～測位ユニット６Ｆを設置した各エリアＡＲ１～ＡＲ６と、各
エリアＡＲ１～ＡＲ６を定義付ける座標点とを対応付けて記憶している。図６に示される
ように、位置情報記憶部３３は、測位サーバ４から送信された位置情報と測位時刻とをユ
ーザＩＤに対応付けて記憶している。
【００２５】
　更新制御部３４（図１参照）は、測位サーバ４から送信されたユーザＩＤ、位置情報及
び測位時刻に基づいて位置情報記憶部３３を更新し、更新後の位置情報記憶部３３に基づ
いて、エリア情報記憶部３２を参照してプレゼンス情報記憶部３１を更新する。
【００２６】
　例えば、図４及び図６では、測位時刻１２：００での状態を示しており、この状態では
、ユーザＡのユーザＩＤ“０１０１”に対応して位置情報（１，１）が位置情報記憶部３
１に記憶され、ユーザＡのユーザＩＤに対応して“２Ｆ北側入り口”がプレゼンス情報記
憶部３３に記憶されている。その後、更新制御部３４は、例えば、測位サーバ４から測位
時刻“１２：０１”、ユーザＡのユーザＩＤ“０１０１”、測位ユニット６Ｂの位置情報
（２１，１）を測位サーバ４から受け付けると共に、測位ユニット６Ａからのユーザ無し
情報を受け付けると、位置情報記憶部３３のユーザＡの位置情報を（１，１）から（２１
，１）に変更し、測位時刻を“１２：０１”に変更する。また、更新制御部３４は、エリ
ア情報記憶部３２を参照して位置情報を（２１，１）が含まれるエリア、すなわち販売グ
ループ席ＡＲ２を取得する。そして、更新制御部３４は、ユーザＡのユーザＩＤに対応付
けてプレゼンス情報記憶部３１に記憶されていたプレゼンス情報を、“２Ｆ北側入り口”
から“販売グループ席”に変更する。
【００２７】
　図７は、プレゼンス情報記憶サーバ３のハードウェア構成を示す図である。プレゼンス
情報記憶サーバ３は、物理的には、ＣＰＵ３０１、ＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、入力デ
バイス３０４、出力デバイス３０５、データ送受信デバイスである通信モジュール３０６
及び補助記憶装置３０７などを備える。プレゼンス情報記憶サーバ３の上記の各機能は、
ＣＰＵ３０１、ＲＡＭ３０３等のハードウェア上に所定のソフトウェアを読み込ませるこ
とにより、ＣＰＵ３０１の制御のもとで、通信モジュール３０６、入力デバイス３０４及
び出力デバイス３０５を動作させるとともにＲＡＭ３０３におけるデータの読み出し及び
書き込みを行うことで実現される。
【００２８】
　図１に示されるように、プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａは、機能的な構成として、
エリア進入・退出判定部（エリア進入判定手段）２１、ディスプレイ設置情報記憶部２２
、関連ユーザ抽出部（関連ユーザ抽出手段）２３、関連ユーザ記憶部（関連ユーザ記憶手
段）２４及び表示制御部（表示制御手段）２５を備えている。
【００２９】
　エリア進入・退出判定部２１は、プレゼンス情報記憶サーバ３のプレゼンス情報記憶部
３１とディスプレイ設置情報記憶部２２とを定期的に参照し、各ディスプレイ５，８の設
置エリア、すなわち２Ｆ北側入り口ＡＲ１，１Ｆ共有スペースＡＲ６に進入した携帯端末
の有無及び一旦進入した携帯端末の退出の有無を判定する。エリア進入・退出判定部２１
は、例えば、ユーザＡのユーザＩＤに対応して“２Ｆ北側入り口”が記憶されていると、
２Ｆディスプレイ５の設置エリアに携帯端末７１が進入したと判定する。また、携帯端末
７１が進入したと判定した後に、プレゼンス情報記憶部３１が更新され、ユーザＡのユー
ザＩＤに対応して記憶されていた“２Ｆ北側入り口”が消去されると２Ｆディスプレイ５
の設置エリアから携帯端末７１が退出したと判定する。
【００３０】
　図８に示されるように、ディスプレイ設置情報記憶部２２は、２Ｆディスプレイ５及び
１Ｆディスプレイ８をそれぞれ設置している設置エリアを、各ディスプレイ５，８に対応
付けて記憶している。なお、各ディスプレイ５，８の設置エリアは人為的な入力操作によ
って適宜設定変更できる。
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【００３１】
　図９に示されるように、関連ユーザ記憶手段２４は、一の携帯端末のユーザＩＤに関連
付けて他の二つ携帯端末のユーザＩＤを記憶している。例えば、携帯端末７１の利用者で
あるユーザＡのユーザＩＤ“０１０１”に関連付けて、他の二つの携帯端末７３，７４の
ユーザＣ及びユーザＤのユーザＩＤ“０３０３”，“０４０４”を記憶している。この関
連付けは、各ユーザＡ～Ｆの申し出などに基づいて予め設定されたものであり、人為的な
入力操作によって適宜設定変更できる。
【００３２】
　関連ユーザ抽出部（関連ユーザ抽出手段）２３は、例えば、エリア進入・退出判定部２
１によって２Ｆディスプレイ５の設置エリアに、携帯端末７１が進入したと判定されると
、携帯端末７１のユーザＡのユーザＩＤ“０１０１”を検索キーに設定して関連ユーザ記
憶手段２４を検索し、関連する二つのユーザＩＤ“０３０３”、“０４０４”を抽出する
。さらに、関連ユーザ抽出部２３は、プレゼンス情報記憶サーバ３にアクセスし、ユーザ
ＩＤ“０３０３”,“０４０４”を検索キーに設定してプレゼンス情報記憶部３１を検索
し、ユーザＩＤ“０３０３”,“０４０４”に対応するユーザＣ及びユーザＤのプレゼン
ス情報を抽出する。
【００３３】
　表示制御部２５は、関連ユーザ抽出部２３によって抽出されたユーザＩＤとプレゼンス
情報とに基づいて２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８にプレゼンス情報を表示
させる。例えば、表示制御部２５は、２Ｆディスプレイ５の設置エリアに携帯端末７１が
進入し、ユーザＣ及びユーザＤのユーザＩＤ“０３０３”,“０４０４”とユーザＣ及び
ユーザＤのプレゼンス情報とを取得すると、２Ｆディスプレイ５上にユーザＡに関連する
ユーザＣ，Ｄのプレゼンス情報を表示する。例えば、図１２に示されるように、プレゼン
ス情報の表示は、１Ｆフロア及び２Ｆフロアの各エリアのレイアウトを模式的に示し、ユ
ーザＣ及びユーザＤが存在するエリアに、ユーザＣ及びユーザＤの写真画像、名前や所属
などを表示させてユーザＣ及びユーザＤの位置を視認可能に報知する。
【００３４】
　図１０は、プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａのハードウェア構成を示す図である。プ
レゼンス情報表示管理サーバ２Ａは、物理的には、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ
２０３、入力デバイス２０４、出力デバイス２０５、データ送受信デバイスである通信モ
ジュール２０６及び補助記憶装置２０７などを備える。プレゼンス情報表示管理サーバ２
Ａの上記の各機能は、ＣＰＵ２０１、ＲＡＭ２０３等のハードウェア上に所定のソフトウ
ェアを読み込ませることにより、ＣＰＵ２０１の制御のもとで、通信モジュール２０６、
入力デバイス２０４及び出力デバイス２０５を動作させるとともにＲＡＭ２０３における
データの読み出し及び書き込みを行うことで実現される。
【００３５】
　図１または図２に示されるように、２Ｆディスプレイ５は、２Ｆ北側入り口エリアＡＲ
１に設置されている。２Ｆ北側入り口エリアＡＲ１は、測位ユニット６Ａによって携帯端
末７１～７６の進入、退出を検出可能な所定のエリアである。また、１Ｆディスプレイ５
は、１Ｆ共有スペースＡＲ６に設置されている。１Ｆ共有スペースＡＲ６は、測位ユニッ
ト６Ｆによって携帯端末の進入、退出を検出可能な所定のエリアである。２Ｆディスプレ
イ５及び１Ｆディスプレイ８は、液晶モニタを備え、プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａ
の表示制御部２５からの指示に従って所定の画像を出力する。
【００３６】
　次に、上記のプレゼンス情報管理システム１Ａによって実行されるプレゼンス情報表示
方法について図１１を参照して説明する。図１１は、プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａ
での動作手順を示すフローチャートである。
【００３７】
　プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａのエリア進入・退出判定部２１は、２Ｆディスプレ
イ５または１Ｆディスプレイ８の設置エリア、すなわち２Ｆ北側入り口エリアＡＲ１また
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は１Ｆ共有スペースＡＲ６への携帯端末７１～７６の進入の有無を監視している（ステッ
プＳ１）。エリア進入・退出判定部２１は、周期的にプレゼンス情報管理サーバ３にアク
セスし、プレゼンス情報記憶部３１を検索し、例えば、ユーザＡのユーザＩＤに対応した
プレゼンス情報として“２Ｆ北側入り口”が記憶されていた場合には、携帯端末７１の進
入有り、すなわち、２Ｆディスプレイ５の設置エリアにユーザＡが居ると判断し、ユーザ
ＡのユーザＩＤを取得する。ステップＳ１は、エリア進入判定ステップに相当する。
【００３８】
　エリア進入・退出判定部２１によって２Ｆディスプレイ５の設置エリアにユーザＡが居
ると判断されると、関連ユーザ抽出部２３は、エリア進入・退出判定部２１によって取得
されたユーザＡのユーザＩＤ（一の携帯端末の識別情報）を検索キーに設定して関連ユー
ザ記憶部２４を検索し、ユーザＣ及びユーザＤのユーザＩＤ（他の携帯端末の識別情報）
を抽出する関連ユーザ抽出処理を実行する（ステップＳ２）。ステップＳ２は、関連ユー
ザ抽出ステップに相当する。
【００３９】
　次に、関連ユーザ抽出部２３は、プレゼンス情報記憶サーバ３にアクセスし、プレゼン
ス情報記憶部３１を参照し、抽出したユーザＣ及びユーザＤのユーザＩＤに対応するプレ
ゼンス情報、すなわち、関連ユーザのプレゼンス情報を取得する（ステップＳ４）。
【００４０】
　なお、２Ｆ北側入り口エリアＡＲ１に複数の携帯端末、例えば携帯端末７１と携帯端末
７２とが一緒に進入した場合には、進入した総ての携帯端末７１，７２のユーザＩＤに関
連する他のユーザＩＤの総てが関連ユーザ抽出部２３によって抽出され、抽出された総て
の他のユーザＩＤに対応するプレゼンス情報が取得される。
【００４１】
　次に、表示制御部２５は、関連ユーザ抽出部２３によって抽出された関連ユーザのプレ
ゼンス情報を自動的に２Ｆディスプレイ５に表示させる（ステップＳ４）。ユーザＡは、
自らと関連性の高いユーザＣ，Ｄのプレゼンス情報について２Ｆディスプレイ５を視認す
ることで確認できる。ステップＳ４は、表示ステップに相当する。
【００４２】
　なお、ユーザＡが２Ｆ北側入り口エリアＡＲ１から退出すると、エリアＡＲ１内を監視
する測位ユニット６Ａはユーザ無し情報を測位サーバ４に送信し、測位サーバ４は、測位
ユニット６Ａからのユーザ無し情報をプレゼンス情報記憶サーバ３に送信する。プレゼン
ス情報記憶サーバ３の更新制御部３４は、測位ユニット６Ａからのユーザ無し情報を受け
付けると、ユーザＡのユーザＩＤに対応する２Ｆ北側入り口ＡＲ１を消去するようにプレ
ゼンス情報記憶部３１を更新する。プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａでは、エリア進入
・退出判定部２１が、プレゼンス情報記憶部３１を周期的に監視しており、“２Ｆ北側入
り口”に対応するユーザＩＤが無くなると、２Ｆディスプレイ５の設置エリアにユーザが
居ない、すなわち、ユーザが退出したと判断する（ステップＳ１）。
【００４３】
　エリア進入・退出判定部２１によってユーザが居ないと判断されると、表示制御部２５
は、２Ｆディスプレイ５に表示されていたプレゼンス情報の表示を停止させ、初期画像を
表示させる（ステップＳ５）。その結果として、ユーザの退出後においても引き続き関連
ユーザのプレゼンス情報が表示され続けてしまうのを防止できる。
【００４４】
　以上のプレゼンス情報表示管理サーバ２Ａ、プレゼンス情報管理システム１Ａ及びプレ
ゼンス情報表示方法によれば、測位サーバ４が携帯端末７１～７６を測位しており、例え
ば、２Ｆディスプレイ５を設置しているエリアＡＲ１内に一の携帯端末７１が進入した場
合には、関連ユーザ抽出部２３によって、一の携帯端末７１に関連する他の携帯端末７３
，７４のユーザＩＤが関連ユーザ記憶部２４から抽出される。さらに、表示制御部２５に
よって、関連ユーザ抽出部２３によって抽出された他の携帯端末７３，７４のユーザＩＤ
に対応するプレゼンス情報が２Ｆディスプレイ５に表示される。その結果として、エリア
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ＡＲ１内に存在するユーザＡに関連付けられた他のユーザＣ，Ｄのプレゼンス情報が自動
的に２Ｆディスプレイ５に表示されるようになり、２Ｆディスプレイ５で他のユーザＣ，
Ｄのプレゼンス情報を確認しようとするユーザＡに対して所望のプレゼンス情報を効率よ
く提供することができる。
【００４５】
（第２実施形態）
　次に、図１３及び図１４を参照し、第２実施形態に係るプレゼンス情報表示管理サーバ
２Ｂを備えたプレゼンス情報管理システム１Ｂについて説明する。なお、プレゼンス情報
表示管理サーバ２Ｂ及びプレゼンス情報管理システム１Ｂについて、第１実施形態に係る
プレゼンス情報表示管理サーバ２Ａ及びプレゼンス情報管理システム１Ａと同一または同
等の要素には図中で同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００４６】
　プレゼンス情報表示管理サーバ２Ｂは、第１実施形態に係るプレゼンス情報表示管理サ
ーバ２Ａと同様に、機能的構成としてエリア進入・退出判定部２１、ディスプレイ設置情
報記憶部２２、関連ユーザ抽出部２３、関連ユーザ記憶部２４及び表示制御部２５を備え
ている。さらに、プレゼンス情報表示管理サーバ２Ｂは、関連度生成部（関連度生成手段
）２６及び生成関連ユーザ記憶部（生成関連ユーザ記憶手段）２７を備えている。
【００４７】
　生成関連ユーザ記憶部２７は、複数の携帯端末７１～７６それぞれのユーザＩＤに対応
付けて自動的に関連付けられた関連ユーザのユーザＩＤ及び関連度を記憶している。なお
、図１４は生成関連ユーザ記憶部２７に記憶された情報の一例であり、ユーザＡのユーザ
ＩＤに対応する関連ユーザのユーザＩＤ及び関連度を示している。生成関連ユーザ記憶部
２７には、同様にして、ユーザＢ～ユーザＦのユーザＩＤに対応する関連ユーザのユーザ
ＩＤ及び関連度が記憶されている。
【００４８】
　関連度生成部２６は、周期的にプレゼンス情報管理サーバ３にアクセスし、プレゼンス
情報記憶部３１に記憶されているプレゼンス情報を監視している。そして、関連度生成部
２６は、複数の携帯端末７１～７６のうち、第１の携帯端末、例えば携帯端末７５と、第
２の携帯端末、例えば携帯端末７６とが同一時刻に同一エリアに滞在していた場合には、
携帯端末７５のユーザＥと携帯端末７６のユーザＦとは関連性有りと判断し、それぞれの
ユーザＩＤに対応付けて関連ユーザノユーザＩＤを生成関連ユーザ記憶部２７に登録する
。さらに、関連度生成部２６は、携帯端末７５と携帯端末７６とが同一時刻に同一エリア
に滞在していた回数を関連度として求め、生成関連ユーザ記憶部２７に記憶させる。
【００４９】
　例えば、ユーザＥとユーザＦとが同一時刻に２Ｆ共有スペースＡＲ５に滞在していた場
合には、図４に示されるように、ユーザＥのユーザＩＤ“０５０５”に対応して“２Ｆ共
有スペース”が記憶されており、同様に、ユーザＦのユーザＩＤ“０６０６”に対応して
“２Ｆ共有スペース”が記憶されている。関連度生成部２６は、ユーザＥ及びユーザＦの
それぞれのユーザＩＤに対応して同一のプレゼンス情報が記憶されていると、ユーザＥと
ユーザＦとは互いに関連性があると判断する。さらに、関連度生成部２６は、生成関連ユ
ーザ記憶部２７を参照し、ユーザＥのユーザＩＤに対応してユーザＦのユーザＩＤが登録
されていない場合には、ユーザＦのユーザＩＤを新規に登録して関連度“１”を登録し、
ユーザＦのユーザＩＤが既に登録されている場合には、関連度に“１”を加算して関連度
を求め、加算後の関連度に書き換える。同様にして、ユーザＦのユーザＩＤに対応して生
成関連ユーザ記憶部２７にユーザＥのユーザＩＤが登録されていない場合には、ユーザＥ
のユーザＩＤを新規に登録して関連度“１”を登録し、ユーザＥのユーザＩＤが既に登録
されている場合には、関連度に“１”を加算して関連度を求め、加算後の関連度に書き換
える。
【００５０】
　関連ユーザ抽出部２３は、例えば、エリア進入・退出判定部２１によって２Ｆディスプ
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レイ５の設置エリアに、携帯端末７１が進入したと判定されると、上述の第１実施形態で
の処理と同様に、関連ユーザ記憶手段２４を検索し、関連する二つのユーザＩＤ“０３０
３”、“０４０４”を抽出する。さらに、関連ユーザ抽出部２３は、ユーザＡのユーザＩ
Ｄ“０１０１”を検索キーに設定して生成関連ユーザ記憶部２７を検索し、ユーザＡのユ
ーザＩＤに対応するユーザＩＤを抽出する。さらに、関連ユーザ抽出部２３は、関連ユー
ザ記憶部２４及び生成関連ユーザ記憶部２７から抽出したユーザＩＤに基づいてプレゼン
ス情報記憶サーバ３のプレゼンス情報記憶部３１を検索し、抽出したユーザＩＤに対応す
るプレゼンス情報を抽出する。
【００５１】
　なお、プレゼンス情報表示管理サーバ２Ｂには、生成関連ユーザ記憶部２７から抽出す
るユーザＩＤの上限となる閾値が人為的に予め設定されている。例えば、閾値が“２０”
であり、ユーザＡが２Ｆディスプレイ５の設置エリアに進入し、ユーザＡのユーザＩＤに
対応して生成関連ユーザ記憶部２７に記憶されているユーザＩＤの数が“２０”を超えて
いる場合を想定して説明する。この場合、関連ユーザ抽出部２３は、ユーザＡのユーザＩ
Ｄに対応する複数のユーザＩＤのうち、関連度の高いものを上位として優先的に抽出する
。そして、関連ユーザ抽出部２３は、２０個のユーザＩＤを抽出すると、ユーザＩＤの抽
出を終了し、抽出したユーザＩＤに対応するプレゼンス情報を取得する。
【００５２】
　表示制御部２５は、関連ユーザ抽出部２３によって抽出されたプレゼンス情報を２Ｆデ
ィスプレイ５に表示させる。
【００５３】
　次に、図１５を参照して、関連度生成部２６による関連度生成方法を説明する。図１５
は、関連度生成方法の動作手順を示すフローチャートである。
【００５４】
　関連度生成部２６は、所定の周期が経過するとプレゼンス情報管理サーバ３にアクセス
し（ステップＳ２１）、プレゼンス情報記憶部３１に記憶されたプレゼンス情報を取得す
る（ステップＳ２２）。
【００５５】
　続いて、関連度生成部２６は、同一エリアに滞在したユーザを特定する（ステップＳ２
３）。例えば、ユーザＡ、ユーザＢ及びユーザＣの各ユーザＩＤに対応付けられたプレゼ
ンス情報が同一のエリアであった場合には、ユーザＡ、ユーザＢ及びユーザＣは関連性有
りと判断し、ユーザＡ、ユーザＢ及びユーザＣを特定する。
【００５６】
　関連度生成部２６によってユーザＡ、ユーザＢ及びユーザＣが関連性有りと判断された
場合には、ユーザＡとユーザＢ，Ｃの関連度を“１”上げる（ステップＳ２４）。すなわ
ち、関連度生成部２６は、生成関連ユーザ記憶部２７を参照し、ユーザＡのユーザＩＤに
対応してユーザＢ，ＣのユーザＩＤが登録されていない場合には、ユーザＢ，Ｃのユーザ
ＩＤを新規に登録して関連度“１”を登録し、ユーザＢ，ＣのユーザＩＤが既に登録され
ている場合には、関連度に“１”を加算して関連度を求め、生成関連ユーザ記憶部２７を
書き換える。書き換えられた後の関連度は、ユーザＡがユーザＢ及びユーザＣと一緒に同
一時刻に同一エリアに滞在していた回数を示している。
【００５７】
　続いて、関連度生成部２６は、ユーザＢとユーザＡ，Ｃの関連度を“１”上げ（ステッ
プＳ２５）、ユーザＣとユーザＡ，Ｂの関連度を“１”上げる（ステップＳ２６）。
【００５８】
　次に、第２実施形態に係るプレゼンス情報管理サーバ１Ｂによるプレゼンス情報表示方
法について説明する。このプレゼンス情報表示方法は、第１実施形態に係るプレゼンス情
報表示方法に対して関連ユーザ抽出処理が異なる。そこで、第１実施形態に係るプレゼン
ス情報表示方法との相違点を中心にして説明する。図１６は、関連ユーザ抽出処理の動作
手順を示すフローチャートである。
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【００５９】
　関連ユーザ抽出処理が開始すると、関連ユーザ抽出部２３は、まず、関連ユーザ記憶部
２４から関連ユーザを取得する（ステップＳ１１）。すなわち、関連ユーザ抽出部２３は
、関連ユーザ記憶部２４を参照し、２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８の設置
エリアＡＲ１，ＡＲ６に進入した携帯端末のユーザＩＤに対応するユーザＩＤを抽出する
（ステップＳ１１）。
【００６０】
　続いて、関連ユーザ抽出部２３は、生成関連ユーザ記憶部２７から関連ユーザを取得す
る（ステップＳ１２）。すなわち、関連ユーザ抽出部２３は、生成関連ユーザ記憶部２７
を参照し、２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８の設置エリアＡＲ１，ＡＲ６に
進入した携帯端末のユーザＩＤに対応する関連ユーザのユーザＩＤを抽出する。ここで、
関連ユーザ抽出部２３は、関連度の高いユーザＩＤを優先し、閾値内のユーザＩＤを抽出
する。
【００６１】
　続いて、関連ユーザ抽出部２３は、ステップＳ１１及びステップＳ１２で抽出したユー
ザＩＤが重複しないようにｏｒ情報を整理する（ステップＳ１３）。
【００６２】
　図１１に示されるように、後続のステップＳ３では、ステップＳ１３で整理された後の
ユーザＩＤに対応するプレゼンス情報が取得され（ステップＳ３）、そのプレゼンス情報
が２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８に表示される。
【００６３】
　第２実施形態に係るプレゼンス情報表示管理サーバ２Ｂ、プレゼンス情報管理システム
１Ｂによれば、複数の携帯端末７１～７６のうち、第１の携帯端末と第２の携帯端末とが
同一時刻に同一エリアに滞在していた場合には、第１の携帯端末と第２の携帯端末とは関
連付けられ、第１の携帯端末が２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８を設置した
所定のエリア内に進入した場合には、第２の携帯端末のプレゼンス情報が２Ｆディスプレ
イ５または１Ｆディスプレイ８に表示されるようになる。その結果として、第１の携帯端
末と第２の携帯端末との関連付けの自動化が可能になり、各携帯端末７１～７６を利用す
るユーザ同士の関連付けを効率的に実行できる。
【００６４】
　さらに、関連度生成部２６は、周期的に実行される携帯端末７１～７６の測位結果に基
づき、第１の携帯端末と第２の携帯端末とが同一時刻に同一エリア内に滞在していた回数
を第１の携帯端末と第２の携帯端末との関連度として求め、関連ユーザ抽出部２３は、第
１の携帯端末のユーザＩＤに関連付けられて生成関連ユーザ記憶部２７に記憶されたユー
ザＩＤの数が所定の閾値を超える場合には、関連度の高い上位のユーザＩＤを優先すると
共に、閾値以下となる数のユーザＩＤを抽出する。そして、第１の携帯端末と第２の携帯
端末とが同一時刻に同一エリア内に滞在していた回数によって関連度の高低が決まり、関
連度の高い携帯端末のユーザＩＤが優先して抽出され、閾値以下となる数の携帯端末のプ
レゼンス情報が２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８で表示される。その結果と
して、２Ｆディスプレイ５または１Ｆディスプレイ８の設置エリアに進入した携帯端末と
の関連度の高い他の携帯端末のプレゼンス情報が優先して表示されるようになり、２Ｆデ
ィスプレイ５または１Ｆディスプレイ８によって他のユーザのプレゼンス情報を確認しよ
うとするユーザに対して所望のプレゼンス情報を効率よく提供することができる。
【００６５】
　なお、本発明は、上記の実施形態のみに限定されない。例えば、携帯端末の測位にはＧ
ＰＳ測位を利用しても良い。また、プレゼンス情報記憶サーバを設けることなく、プレゼ
ンス情報表示管理サーバ内にプレゼンス情報記憶部を設けるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の第１実施形態に係るプレゼンス情報管理システムの機能的構成を示す図
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である。
【図２】複数の測位ユニットが配置された各エリアを示す図である。
【図３】測位サーバのハードウェア構成を示す図である。
【図４】プレゼンス情報記憶部に記憶されたプレゼンス情報の一例を示す図である。
【図５】エリア情報記憶部に記憶されたエリア情報の一例を示す図である。
【図６】位置情報記憶部に記憶された位置情報の一例を示す図である。
【図７】プレゼンス情報記憶サーバのハードウェア構成を示す図である。
【図８】ディスプレイ設置情報記憶部に記憶された設置エリアの一例を示す図である。
【図９】関連ユーザ記憶部に記憶された関連ユーザのユーザＩＤの一例を示す図である。
【図１０】プレゼンス情報表示管理サーバのハードウェア構成を示す図である。
【図１１】プレゼンス情報表示方法の動作手順を示す図である。
【図１２】２Ｆディスプレイに表示された画像の一例を示す図である。
【図１３】本発明の第２実施形態に係るプレゼンス情報管理システムの機能的構成を示す
図である。
【図１４】生成関連ユーザ記憶部に記憶されたユーザＡの関連ユーザＩＤの一例を示す図
である。
【図１５】関連度生成方法の動作手順を示すフローチャートである。
【図１６】関連ユーザ抽出処理の動作手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６７】
　１Ａ，１Ｂ…プレゼンス情報管理システム、２Ａ，２Ｂ…プレゼンス情報表示管理サー
バ、３…プレゼンス情報記憶サーバ（プレゼンス情報記憶手段）、４…測位サーバ（測位
手段）、５…２Ｆディスプレイ（表示手段）、８…１Ｆディスプレイ（表示手段）、２１
…エリア進入・退出判定部（エリア進入判定手段）、２３…関連ユーザ抽出部（関連ユー
ザ抽出手段）、２４…関連ユーザ記憶部（関連ユーザ記憶手段）、２６…関連度生成部（
関連度生成手段）、２７…生成関連ユーザ記憶部（生成関連ユーザ記憶手段）。
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